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中間業績予想の修正に関するお知らせ 

 

最近の業績の動向を踏まえ、平成 19 年 5 月 23 日の決算発表時に公表した平成 20 年 3 月期（平成 19

年 4 月 1 日～平成 20 年 3 月 31 日）の中間業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいた

します。 

記 

１．平成 20 年 3 月期連結中間業績予想数値の修正（平成 19 年 4月 1日～平成 19 年 9月 30 日） 

(単位：百万円、％) 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当期純利益 
1 株当たり 
当期純利益

前回発表予想(Ａ) 
(平成 19 年 5月 23 日発表) 

３，４５０ １００ ７４ ３５ ０．９５

今回修正予想(Ｂ) ３，５９３ ８７ ６３ １９ ０．５２

増減額 ( Ｂ － Ａ ) １４３ △１３ △１１ △１６ ―

増 減 率 ４．１％ △１３．０％ △１４．９％ △４５．７％ ―

前期(平成 19年 3月期中間)
実績 ３，６７２ １４６ １１３ ５５ １．５１

 

２．平成 20 年 3 月期個別中間業績予想数値の修正（平成 19 年 4月 1日～平成 19 年 9月 30 日） 

(単位：百万円、％) 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当期純利益 
1 株当たり 
当期純利益

前回発表予想(Ａ) 
(平成 19 年 5月 23 日発表) 

２，８１６ ５６ ４４ ２６ ０．７１

今回修正予想(Ｂ) ２，７７４ ３１ １９ １０ ０．３０

増 減 額 ( Ｂ － Ａ ) △ ４２ △ ２５ △ ２５ △ １６ ―

増 減 率 △ １．５％ △４４．６％ △５６．８％ △６１．５％ ―

前期(平成 19年 3月期中間)
実績 ２，８４２ ７２ ４３ ２８ ０．７７

 

 

 

 

 

 

1



３．理由 

修正の主なものは、以下のとおりであります。 

（１） 中間連結業績予想の修正理由 

売上高は、マット事業のアジア向け車種の需要の増加などで増収となり、営業利益は、原油価

格の高騰の影響により原材料価格が上昇しましたが収益は確保しました。また、海外子会社のタ

イ国通貨バーツ高による円換算により売上高および営業利益の増加となりましたが、修正の主な

要因は個別での影響を受け中間連結業績予想の修正をいたします。 

 

（２）中間個別業績予想の修正理由 

売上高は、マット事業、食品事業、水産事業では堅調に推移しましが、産業資材事業における

米麦用麻袋の需要の減少や輸出用合繊繊維の環境問題などにより売上が減少、およびホテル事業

における婚礼の受注は少子化や多様化などにより計画を下回り減収となりました。 

営業利益は、産業資材事業、ホテル事業の減収による影響と、食品事業における輸入商品のユ

ーロ高、およびパスタ製品の原料小麦の高騰と税制改正による減価償却費の増加などでコスト高

となり、販売価格への転嫁も市場での反応が厳しく価格修正が追いつかず大幅な減益となりまし

た。その結果、前回の発表予想数値を下回る見込みとなりました。この影響により経常利益、当

期純利益も修正いたします。 

 

（３）平成 20 年 3月期個別・連結通期業績見込みについて 

通期の業績予想については、中間決算発表（平成 19年 11 月 22 日予定）時に公表する予定です。  

 

 

 

以  上 
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